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アイヌ文化振興法の記憶

渡遥 芳樹日本赤十字社 常任理事

が
っ
て
の
自
社
さ
連
立
政
権
の
成

果
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

私
は
内
閣
審
議
官
と
し
て
わ
が
国

の
代
表
的
少
数
民
族
ア
イ
ヌ
に
関
す

る
政
策
の
転
機
に
立
ち
会
う
こ
と
に

な
っ
た
。

1
9
9
5

年
、
村
山
窩
市
内
閣
の

五
十
嵐
広
三
官
房
長
官
（
北
海
道
出

身
）
の
下
に
ウ
タ
リ
と
呼
ば
れ
て

い

た
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
諸
問
題
に
関

し
「
ウ
タ
リ
対
策
の
あ
り
方
に
関
す

る
有
識

者
懇

談
会
（
伊

藤
正
己

座

長
）
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
夏
か

ら
私
は
北
海
道
開
発
庁
の
協
力
を
得

て
事
務
局
を
務
め
た
。

途
中
、
司
馬
遼
太
郎
委
員
の
逝
去

と
い
う
悲
し
み
を
乗
り
越
え
翌
年
４

月
に
新
し
い
施
策
の
必
要
性
と
内
容

に
関
す
る
報

告
書
を
と
り
ま
と
め

た
。
基
本
理
念
を
ア
イ
ヌ
の
人
々
の

民
族
的
誇
り
か
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
う
え
で

新
し
い
施
策
は
、
①
総
合
的
か
つ
実

践
的
研
究
の
促
進
、
②
ア
イ
ヌ
語
を

含
む
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
、
③
伝
統

的
生
活
空
間
の
再
生
、
④
理
解
の
促

進
、
⑤
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
実
施
推

進
す
る
国
指
定
の
組
織
の
設
立
等
を

柱
と
す
る
。
北
海
道
旧
土
人
保
護
法

等
の
廃
止
も
書
き
込
ま
れ
た
。

9
6年
に
橋
本
龍
太
郎
内
閣

が
発

足
。
梶
山
静
六
官
房
長
官
に
関
係
閣

僚
会
議
の
設
置
な
ど
今
後
の
取
り
運

び
の
相
談
に
行
っ
た
。
沖
縄
普
天
間

基
地
問
題
に
集
中
し
て
い
た
同
宮
房

長
官
は
私
の
話
に
耳
を
貸
さ
ず
旧
陸

軍
出
身
者
ら
し
く
私
の
頭
部
を
殴
打

し
長
官
室
か
ら
退
出
さ
せ
た
。
２
週

連
続
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
突

然
呼
び
出
し
が
あ
っ
た
。「
あ
の
件

だ
が
、
地
元
の
鹿
島
神
宮
に
叱
ら
れ

た
。
そ
の
昔
、
鹿
島
神
宮
は
東
北
の

蝦
夷
を
保
護
し
た
。
直
ち
に
新
法
の

制
定
だ
。
課
題
と
段
取
り
を
示
せ
。

国
会
審
議
は
自
分
も
答
弁
す

る
。」

と
言
っ
た
。
明
確
な
指
示
で
あ
り
直

ち
に
法
案
作
成
に
入
っ
た
。

民
族
と
い
う
法
令
用
語
の
先
例
は

な
い
と
す
る
内
閣
法
制
局
も
古
川
貞

二
郎
内
閣
官
房
副
長
官
の
指
導
で
乗

り
切
っ
た
。
調
査
費
１
億
円
を
旧
知

の
林
正
和
主
計
局
筆
頭
次
長
に
頼
ん

で
内
々
確
保
し
た
。
予
算
計
上
を
嫌

が
る
文
部
・
建
設
両
省
の
争
い
を
乗

り
越
え
政
府
予
算
案
に
盛
り
込

ん

だ
。
田
波
耕
治
内
閣
内
政
審
議
室
長

の
理
解
と
忍
耐
の
賜
物
だ
。
法
案
は

全
会
一
致
で
成
立
し
9
7年
５
月
に
公

布
さ
れ
た
。

後
日
、
大
英
博
物
館
で
ア
イ
ヌ
問

題
は
最
近
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
が
制

定
さ
れ
前
進
し
た
と
の
記
述
を
発
見

し
感
銘
を
受
け
た
。
ま
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
大
使
時
代
に
北
極
評
議
会
参
加

資
格
関
係
で
鍵
を
握
る
北
方
少
数
民

族
だ
ち
と
の
協
議
に
当
た
り
私
の
ア

イ
ヌ
文
化
振
興
法
制
定
参
画
の
経
験

が
役
立
っ
た
。

な
お
、
2
0
1
9

年
に
ア
イ
ヌ
文

化
振
興
法
に
代
わ
る
ア
イ
ヌ
施
策
推

進
法
が
制
定
さ
れ
、
先
住
民
族
性
や

施
策
の
充
実
に
関
す
る
規
定
が
設
け

ら
れ
、
ウ
ポ
ポ
イ
民
族
共
生
象
徴
空

間
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
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